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　目り　私共が矩ﾇこそ巣雇や建庫・･問蕪^&-狐うなヵヽで，減量It 3璽い関･･を持-7 1^ aがり･･

こと^鼻擲してい5)。IS 1 , z報で13 その參態を明らかにし，肥満洙別に養生消の内匁と

楳･)，標準体皇付近の学1£が一番建皐にほ望ましいようr^蔀果乞楊Tx．本靫でほ，これら

の隷果き受･T I, 減量意識の寅粍と食生靖状5≫, 健真葛や貧匁，身体的乃快・焚,訴にフu

て，調査を行f-J， h 。

　む氏　家政･及び食物巣条�専攻してa る1李生iz"! hi対象に, 1年次の鯵わ') に7 こケ

- 卜I- よS)細査を行ない，集計結果包クaス々析，4x量化皿類にrf ')解祈しr=.

　鈴果　調査阿希者り肥嘴度(?,平均一2.3'?± 1. ^iVoZ- i

漬I' よi) )一方，希望すそ)体重刀ヽうみた月已角度(^，平均- fo. に± 5.22 S 7", 既報と同様

学tが望んT- いI, 体重(3 - w％あr=りであ。T~。χ，ていると思., てII |.ゆ生宙

あbが，減量&希望tも菅生ほ幻％にのぼる。しかし, 減量と試みた咎馴g:約61･弘であ，

尺。減量(0 目的・印くは7,[]T' －シ。ンのT'i>

理動をすi) 人(ま2 刺あ，ft。jた，健無上良いヒ考え&体劃恥希望? i体t<f=りも平均

約2 1=1ﾀ?く兄積も，ていＲ。健康に対7&嚢職は，約ら刺が健声でおもと薯九てn るs≪，

ｔの割合はやttてい5 方(こ少ない嫡向がみられ浙。献血や貧血検査(5, 約(,則が受けてい

５が, 價血音は標準体重以下|りWくみられ，身坪杓不伏の愁訴。割合もり，･禎同であ，r=。

老拝的にみ５と, 千刳やら51≫J の学生が，慢胴ヽや肩こ'), 夜れり寸々゛りどと訴えてI) h．

t の他, 塵物摂取>IX.況(cついても, 坏重区分･こより堺味あ§相違ﾆがみヽら紋r~。

C 72 女子大生の体型に対する意識と食生活

　　名古屋女子大学家政　　末田香里

（目　的) 現在の若い女性はやせ志向にあるといわれている。体型に対する意識と、体型

　と食生活の関連について調査した。

（方　法）女子大学生を対象として、1988年11月アンケート調査を実施した。回収率は

　77.0　Xで、計164名の有効回答をもとにNECのPC－9801VMパーソナルコンピューターを用い

て分析した。

（結　果）

l．調査対象の身長、体重の平均と標準偏差は、それぞれ　158.0 + 4.6 cin,　50.2　+ 4.8

　kgであった。

2.体型に対する意識とブローカー指数からみた体型を比較してみると、ブD ーカー指数か

　らみた場合、標準　70 ≪、軽度やせ　22 Xと分布しているのに、意識では、軽度肥満　42

　%,標準　41 X,軽度やせ　8Xと両者の間に’相違がみられた。

3.理想の体重については、80 %がやせたいと思っていた。やせたいと希望する体重の平均

　は　5.08 kg であった。

4.やせるために、ダイエットあるいは運動をしている人が62 %、両方している人が33 Ｘ

　いたが、どちらもしない人も38 Xいた。

5．食生活が良いと答えた人は、･全休の　25 Ｘであった。また食生活を７つの項目で採点（7

　点満点）したところ４点以上が30 Ｘであった。また体型、ブローカー指数からみた体型、

　減量したい体重と食生活には、関連性は認められなかった。


